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曇
り
空
の
中
、
菊
池
市
民
広
場
で

あ
っ
た
開
会
式
で
は
、
石
井
光
幸
市

長
職
務
執
行
者
が
「
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
完
走
し
、
お
互
い
の
親
睦

を
深
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
健

康
を
『
貯
金
』
し
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

福
岡
県
か
ら
参
加
し
た
井
上
千
加

子
さ
ん
が
「
楽
し
く
精
一
杯
走
り
ま

す
」
と
選
手
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
、
竜
門
ダ
ム
を
折
り
返

す
20
キ
ロ
が
菊
池
地
域
振
興
局
前
を

ス
タ
ー
ト
し
、
５
分
後
に
５
キ
ロ

が
、
さ
ら
に
５
分
後
に
10
キ
ロ
が
ス

タ
ー
ト
し
、
沿
道
か
ら
の
声
援
を
浴

び
な
が
ら
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た

約
５
０
０
人
は
、
市
営
中
央
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
快
走
し
ま

し
た
。

　

５
キ
ロ
に
参
加
し
た
選
手
は
「
桜

が
満
開
で
は
な
い
の
が
少
し
残
念
で

す
が
、
気
持
ち
よ
く
走
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
参
加
し
た

い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
で
は
満
開
に
な
っ
て
い
る
会

場
周
辺
の
桜
は
２
分
咲
き
程
度
で
、

時
折
、
雨
が
降
る
な
か
、
参
加
者
は

健
康
づ
く
り
と
一
緒
に
少
し
遅
い
春

も
満
喫
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
大
会
は
、
菊
池
市
・
熊
本
日

日
新
聞
社
・
菊
池
市
教
育
委
員
会
が

主
催
し
、
菊
池
市
体
育
指
導
委
員
協

議
会
・
同
市
陸
上
競
技
協
会
が
主
管

し
て
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
か
れ
て

い
ま
す
。

　菊池温泉街にある薬師堂で温泉の恵みに感謝する薬師
祭があり、菊池温泉観光旅館協同組合に加盟する 12の
旅館から関係者など約 50人が参加しました。
　雨が降る中、薬師堂ではお寺の住職がお経を読み、そ
れぞれの旅館から持ち寄った源泉を関係者が地蔵に献上
する「献湯の儀」などがありました。

　岩永悦朗組合長は「去年
は温泉湧出 50周年で足湯を
作ったり、いろいろなイベン
トをしたりしました。今年
は新『菊池市』の誕生で観
光の財産も増えました。こ
れからは先人や先輩たちが
築いてきた菊池温泉を守り、
次の 50年に向けて進んでい
きたいと思います」と話さ
れました。
　この祭りは、毎年この時
期に開かれています。

スタート前、主催者の「元気あるか～」の掛け声に答える参加者

上
位
の
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

20
キ
ロ

・
一
般
男
子
40
歳
未
満

　

１
位　

佐
藤　

達
也

　

２
位　

梅
木　

章
宏

　

３
位　

浦
本　

秀
志

・
一
般
男
子
40
歳
以
上

　

１
位　

村
山　

浩
敏

　

２
位　

大
村
岩
四
郎

　

３
位　

甲
斐　

喜
雄

10
キ
ロ

・
一
般
男
子
40
歳
未
満

　

１
位　

森
本　

幸
司

　

２
位　

岩
木　

憲
一

　

３
位　

星
本　

英
治

・
一
般
男
子
40
歳
以
上

　

１
位　

村
上　

保
幸

　

２
位　

江
田　

重
寿

　

３
位　

田
代　

啓
介

・
一
般
女
子

　

１
位　

佐
々
木
和
子

　

２
位　

白
石　

正
子

　

３
位　

神
谷　

美
衣

５
キ
ロ

・
一
般
男
子
40
歳
未
満

　

１
位　

宮
崎　

祐
行

　

２
位　

山
本　
　

大

　

３
位　

長
友　

一
泰

・
一
般
男
子
40
歳
以
上

　

１
位　

山
下　

英
雄

　

２
位　

家
入　

正
一

　

３
位　

相
馬　

一
也

・
一
般
女
子
40
歳
未
満

　

１
位　

田
篭　
　

愛

　

２
位　

坂
本　

美
保

　

３
位　

穴
井　

志
穂

・
一
般
女
子
40
歳
以
上

　

１
位　

衛
藤
美
直
子

　

２
位　

井
上　

照
代

　

３
位　

茂
見　

由
紀

・
中
学
男
子

　

１
位　

宇
都　

淳
貴

　

２
位　

志
築
宗
一
郎

　

３
位　

梅
田　

悠
介

・
中
学
女
子

　

１
位　

前
田　

彩
里

　

２
位　

小
部　

莉
子

　

３
位　

田
山
実
緒
子

「
風
船
お
兄
さ
ん
」
の
手
か
ら
は
次
々

と
か
わ
い
い
風
船
の
プ
ー
ド
ル
な
ど
が

生
ま
れ
て
い
ま
し
た

5kmの部をトップでゴールする選手

　４月３日（日）に熊日菊池桜マラソン大会があり、約500
人が参加して健脚を競いました。
　選手たちは、竜門ダムを折り返す20キロと、雪野駐在所先
を折り返す10キロ、袈裟尾区を折り返す５キロの３コースに
分かれて、桜が咲き始めた菊池地域振興局前をスタート。市営
中央グラウンドのゴールを目指しました。 
　この大会は、昭和31年から始まり今回が50回目の開催で、
熊本県内でも有名なマラソン大会になっています。

20 キロの部のスタート

第50回　熊日菊池　　　 マラソン大会第50回　熊日菊池　　　 マラソン大会第50回　熊日菊池　　　 マラソン大会

マ
イ
ペ
ー
ス
で
健
康
増
進

スタート地点でランナーに声援を送る家族連れ

選
手
宣
誓
す
る
井
上
千
加
子
さ
ん

健
康
を「
貯
金
」

自分の旅館名が書かれた地蔵に、
源泉を献湯する関係者

　菊池市民広場で午後１時からさくらまつりがあり、親
子連れなど約 300人でにぎわいました。
　晴れ間が見える会場では、菊池雲上太鼓保存会の太鼓
演奏や白龍一番隊のよさこい演舞などがありました。
　「風船お兄さん」こと藤岡秀和さんが登場し、犬のプー
ドルや人気アニメキャラクターなどを次々と風船で作る
と、会場の子どもたちからは大きな歓声があがっていま
した。
　また、会場では菊の城の新酒発表会や餅つき体験、特
産品販売などもありました。

温泉の恵みに感謝 春を満喫
４月３日（日）菊池温泉薬師祭 ４月３日（日）第５回きくちさくらまつり

菊池の春を満喫



　平安時代初期から 1200年間、地元住民に守り継がれてきた下河原
阿蘇四ノ宮神社で遷宮祭があり、季節外れの雪がちらつく寒い中、大
勢の観客で賑わいました。

　遷宮とは、神社の神殿を改築・
修理するときに神体を移すこと
で、四ノ宮神社では 50年に一度
行われます。
　祭りは、神社本殿での神事後、
御神体が収められた神輿が外に
出され、神輿を先頭に武者や稚
児、婦人会など約 250 人の御幸
行列が、約８キロある地区内を練
り歩きました。
　なかでも、嫁や孫など家族が
増えた喜びを表すため、布団を
馬の背に乗せたのが由来とされる「七つ布団」で色鮮やかに飾られた８頭の
馬が、引き手によって語るように唄われる「馬子唄」にのせてゆっくり進ん
でいくと、沿道の観客からは 1200 年間守られてきた伝統文化を受け継ぐ姿
に大きな歓声が上がっていました。
　また、河原小学校児童のよさこいソーランの演舞や岩下神楽なども披露さ
れ、祭りは夜遅くまで賑わいました。

　旭志川辺の川辺保育園で花祭りが
あり、園児や片川瀬区老人クラブの
メンバーなど約 100 人が参加しま
した。
　この祭りはお釈迦様の誕生を祝う
もので、園庭では、釈迦を乗せた白
い象の台車を引きながら園児たちや
老人クラブのメンバーが釈迦像に甘
茶をかけ、この世に産まれたことへ
の感謝をし、全員で甘茶を飲んで一
緒に昼食を楽しみました。
　釈迦像に甘茶をかける習慣は、釈
迦が誕生したとき甘い雨が降り注い
だという言い伝えからで、泗水町北
住吉の等覚寺の泗水康一住職が「子
どもが授からないインドの王様とお
后様の夢の中に白い象が現れ、お后

のお腹に入り生まれたのがお釈迦様で、修行を重ね『人は助け合い支えられて生きるのだ』と悟
りを開きました」などとお釈迦様の話をすると園児たちは興味深く聞き入っていました。
　また、４月 12日（火）にも同園児たちは、伊坂老人クラブのメンバーと一緒に伊坂区公民館
でチューリップの花見をしながら食事会をしました。

「七つ布団」で色鮮やかに飾られた
馬をひく御幸行列

釈迦像を載せた白い象の台車を引きながら、園内を練り歩く園児たち

４月８日（金）川辺保育園花祭り
甘茶って、おいしいね
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３月 13日（日）下河原阿蘇四ノ宮神社遷宮祭
50年に一度の遷宮祭～後世に受け継ぐ～

４月 12日（火）養護老人ホームの入所者を温泉に招待
疲れを癒す

　菊池渓谷温泉「岩蔵」が４月 17日 ( 日 ) のオープン
を前に、菊池市内の養護老人ホームの入所者の代表な
ど 29人を無料で招待しました。
　温泉に入って疲れをとってもらい、新しく「癒しの
場所」ができたことも知ってもらうと同温泉が計画し
たもので、「ふじのわ荘」と「こすもす荘」のそれぞれ
の入所者は菊池川の清流を眺めながら温泉につかり、
普段の疲れを癒しました。
　入所者は「お湯がすべすべして気持ち良かったです。
お招きに感謝します」と話されました。
　菊池渓谷温泉「岩蔵」は、「水の駅」近くの川沿いに
あり、大浴場と食事処がある母屋と各部屋に露天風呂
が付いた８つの宿泊棟がある離れから出来ています。

　菊池市内の小学校 14 校で 482 人、中学校５校
で 682 人がそれぞれ入学式を迎え、新たな気持ち
で新生活をスタートさせました。
　旭志小学校体育館では午前 10時から式があり、
新入児童や在校児童、保護者など約 450 人が出席
しました。
　担任の寺井京子先生と松岡和美先生から新入児
童 66人（男子 31人、女子 35人）一人ひとりの
名前が呼ばれると、大きな声で「はい」と返事を
しながら在校児童の方を向き起立しました。
　植嶋憲一郎校長が「今から言う３つのことを守っ
てください。１つ目はあいさつができる子どもに
なってください。２つ目は先生の話を良く聞いて
ください。３つ目は車に気を付けてください」と
話すと、新入児童たちは校長先生の顔をじっと見

担任の先生から名前を呼ばれ「はい」と大きな返事を
しながら起立する旭志小学校の新入児童たち

それぞれの思いを胸に保護者などが見守る中、入場する
七城中学校の新入生たち

ゆっくり温泉につかり、普段の疲れを癒す入所者たち
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４月 11日（月）菊池市内の小・中学校で入学式
それぞれの思いを胸に

ながら真剣に聞いていました。
　また、午後１時からは七城中学校でも入学式が
あり、新入生や在校生、保護者など約 320 人が出
席しました。
　体育館であった式では、入学生59人（男子32人、
女子 27人）一人ひとりの名前が担任の坂本浩之先
生と濱野久美先生から呼ばれました。
　「これから中学生として人に対して真心で接し、
何事にもまじめに取り組み自分を琢くことを忘れ
ず、勉学や運動に対し常に工夫を凝らし、未来を
切り開いてください」と堤康雄校長の式辞が述べ
られると、入学生はそれぞれ新たな気持ちを胸に、
ひとつひとつの言葉を熱心に聞いていました。

神殿から外に出される御神体が収められた
神輿を担ぐ参加者
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う
つ
病
の
症
状
は
「
こ
こ
ろ
」
と

「
か
ら
だ
」
の
両
方
に
現
れ
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
症
状
に
は
「
会
社
や
学

校
な
ど
に
行
き
た
く
な
い
」
や
「
悲

し
い
」
な
ど
の
「
憂
う
つ
感
」
と
、「
テ

レ
ビ
や
新
聞
を
見
る
気
が
し
な
い
」

な
ど
の
意
欲
の
低
下
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
午
前
中
に
ひ
ど
く
、
午
後
か

ら
夕
方
に
か
け
て
改
善
し
て
く
る

「
日
内
変
動
」
が
あ
る
の
も
う
つ
病

の
特
徴
で
す
。
そ
の
ほ
か
「
自
分
に

自
身
が
な
く
な
る
」
や
「
自
分
を
責

め
る
」
な
ど
の
症
状
も
あ
り
ま
す
。

　

か
ら
だ
の
症
状
に
は
、
図
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。

　

う
つ
病
は
「
こ
こ
ろ
の
風
邪
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
誰
に
で
も
起
こ

り
う
る
身
近
な
病
気
で
す
。
病
気
を

予
防
し
て
再
発
し
な
い
た
め
に
、
自

分
で
で
き
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
術
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

自
分
自
身
を
知
る

　
「
ま
じ
め
で
几
帳
面
」
や
「
融
通

が
利
か
な
い
」
な
ど
の
性
格
を
自
覚

し
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
普
段
か
ら
無

理
を
し
な
い
な
ど
の
対
処
が
で
き
や

す
く
な
り
ま
す
。

ゆ
と
り
の
あ
る
生
活

　

何
事
に
も
完
璧
を
目
指
し
、
頑
張

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

物
事
に
優
先
順
位
を
つ
け
る

　

あ
れ
も
こ
れ
も
し
よ
う
と
せ
ず
、

で
き
る
こ
と
の
順
位
を
付
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

な
ん
で
も
自
分
で
抱
え
こ
ま
な
い

　

自
分
一
人
で
す
べ
て
の
こ
と
を
し

よ
う
と
す
る
と
、
自
分
の
能
力
以
上

の
こ
と
を
抱
え
込
み
、
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
り
ま
す
。

マ
イ
ペ
ー
ス
な
生
活

　

す
べ
て
の
人
に
自
分
を
理
解
し
て

も
ら
お
う
と
せ
ず
、
他
人
に
ど
う
思

わ
れ
て
い
よ
う
が
、
あ
ま
り
意
識
し

す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
の
変
化
に
注
意
す
る

　

生
活
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と

き
は
、
要
注
意
で
す
。
昇
進
・
妊

娠
・
出
産
な
ど
の
喜
ば
し
い
変
化
で

も
、
う
つ
病
の
誘
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
に
疲
れ
が
た
ま

ら
な
い
よ
う
に
、
十
分
休
養
す
る

こ
と
が
大
切
で
、
忙
し
い
と
き
こ
そ
、

家
族
や
友
人
と
話
す
時
間
を
つ
く
る

な
ど
意
識
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

う
つ
病
の
人
に
と
っ
て
、
家
族
や

職
場
の
人
た
ち
の
助
け
は
大
切
で
す
。 　

う
つ
病
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
、
支
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
５
つ
を
心
が
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

①「
頑
張
り
た
く
て
も
頑
張
れ
な
い
」

こ
れ
が
う
つ
病
の
人
の
悩
み
で
す
。

　

そ
の
た
め
「
頑
張
っ
て
」
な
ど
の

励
ま
し
は
、
逆
効
果
と
な
り
ま
す
。

温
か
く
見
守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が

何
よ
り
も
励
ま
し
に
な
り
ま
す
。

②
日
常
生
活
で
な
る
べ
く
こ
ち
ら

か
ら
提
案
し
て
あ
げ
る
よ
う
に
し
、

考
え
や
決
断
を
求
め
る
こ
と
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

③
う
つ
病
の
治
療
の
基
本
は
く
す
り

と
休
養
で
す
。
外
出
や
運
動
を
無

理
に
勧
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

④
家
事
な
ど
の
日
常
生
活
の
負
担
を

減
ら
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

⑤
内
服
が
必
要
な
場
合
は
、
き
ち
ん

と
内
服
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

う
つ
病
に
な
る
理
由
は
ひ
と
つ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
人
が
持
っ
て

い
る
感
受
性
や
感
覚
、
生
活
環
境
な

ど
、
い
く
つ
か
の
要
素
が
積
み
重

な
っ
て
、
う
つ
病
に
な
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
予

防
や
自
覚
す
る
手
が
か
り
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。

う
つ
病
の
症
状

自
分
で
で
き
る
ケ
ア

　

国
民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
る
と
い
っ
て
も
、
学
生
の
皆
さ

ん
は
収
入
が
無
い
場
合
が
多
く
、
保

険
料
の
納
付
が
困
難
で
す
。

　

そ
こ
で
、
学
生
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
と
き
に
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
な
ど
の
学
生
が
利
用
で
き
、
夜

間
・
定
時
制
・
通
信
制
の
学
生
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
で
の
審
査
を
経

て
承
認
を
受
け
る
と
、
今
年
の
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
保
険
料
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
は
、
原
則
と
し
て
保
険
料
の
納

付
済
期
間
等
が
25
年
以
上
必
要
で

す
。
で
も
、
学
生
納
付
特
例
制
度

の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

の
受
給
資
格
要
件
（
25
年
）
に
算

入
さ
れ
ま
す
（
※
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

ま
た
、
満
額
の
老
齢
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
、
そ
の
後
10
年
間

の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年

以
上
経
過
後
は
保
険
料
に
一
定
の

加
算
が
か
か
り
ま
す
。

②
仮
に
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
生
じ
た
と
き
に
、
そ
の

月
の
前
々
月
以
前
の
１
年
間
に
保

険
料
の
未
納
が
あ
る
と
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
制
度
の
承
認
を
受
け
て
い
る
期

間
は
、
未
納
の
扱
い
と
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
万
一
の
時
に
も
安
心
で

す
。

　

申
請
は
、
毎
年
必
要
で
す
。

　

平
成
17
年
度
の
申
請
は
、
菊
池

市
役
所
ま
た
は
各
総
合
支
所
の
年

金
担
当
窓
口
で
受
付
中
で
す
。

　

手
続
き
に
は
、
次
の
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

　

（
本
人
が
署
名
す
れ
ば
不
要
）

・
在
学
証
明
書
ま
た
は

　

学
生
証
の
写
し

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
役
所
市
民
課

　
　
　
　
　

1
（
25
）
１
１
１
１

　

ま
た
は　

各
総
合
支
所
民
生
課

　

・
七
城
総
合
支
所

　
　
　
　
　

1
（
25
）
１
０
０
０

　

・
旭
志
総
合
支
所

　
　
　
　
　

1
（
37
）
３
１
１
１

　

・
泗
水
総
合
支
所

　
　
　
　
　

1
（
38
）
２
１
１
１

　「厚生年金の相談や手続きをしたいけど、社会保険
事務所まで行くのは大変」とお悩みのあなた。社会
保険出張相談があるのをご存知ですか？
　熊本西社会保険事務所から派遣された職員が、毎
月第２火曜日（祝日の場合はその前日）の午前 10時
から午後３時まで菊池市中央公民館で出張相談をし
ています。
　厚生年金に関する手続きまたは質問・相談などあ
りましたら、気軽に利用
してください。

問い合わせ先
　菊池市役所市民課
　（25）1111　または
　熊本西社会保険事務所
　096（353）0141

眠れない、
朝早く目が覚める

何を食べても
おいしくない

からだがだるい、
疲れやすい

性欲がおちる

ときどきめまいがする

息切れ、息苦しい

胃のもたれ、ムカツキがある

食欲がない、最近痩せてきた

生理不順

頭痛がする

微熱が続く

肩がこる

からだがしびれる

下痢、便秘

　

人
の
こ
こ
ろ
は
い
つ
も
元
気
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
仕
事
の
ミ
ス
、
家
族
関
係
な
ど
の
ほ
ん
の
さ

さ
い
な
こ
と
で
、
落
ち
込
ん
だ
り
、
傷
つ
い
た
り
し
て

こ
こ
ろ
が
不
安
定
な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
人
は
数
日
も
す
る
と
回
復
し
て

「
ま
た
元
気
に
頑
張
ろ
う
」
と
思
え
る
力
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
時
に
は
、
い
つ
ま
で
も
気
持
ち
が
沈
ん
だ
ま

ま
で
回
復
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
を
「
う
つ
状
態
」
と
い
い
、
こ
れ

が
２
週
間
以
上
も
続
く
よ
う
な
場
合
、
う
つ
病
と
の
関

わ
り
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

在
学
期
間
中
の
保
険
料
を

後
払
い

学
生
納
付
特
例
制
度
の

メ
リ
ッ
ト

周
囲
の
理
解
と
温
か
な
支
え
が

う
つ
病
の
回
復
を
助
け
ま
す

病
気
へ
の
理
解
が
予
防
や
回
復

に
つ
な
が
り
ま
す

　20歳になった学生の皆さん、
国民年金の加入はもうお済みですか？
　20歳になると、たとえ学生でも
国民年金への加入が義務付けられ、
月々の年金保険料を支払わなければ

なりません。

学生の皆さんがとっても助かる

「学生納付特例制度」
です

毎月第２火曜日は
社会保険出張相談です

国民年金情報

「うつ病」はささいな
ことで誰にでも起こ
りうる病気です 健康

だより
健康
だより

こ
こ
ろ
の
風
邪

「
う
つ
病
」
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図
書
だ
よ
り

本の問い合わせ・本の予約などは電話でも受け付けます　菊池市立泗水図書館　1（３８）６８６６

耳より情報
世界名作アニメーション「裸の王様」上映会
　５月５日（木）は「こどもの日」です。当日の午後１
時 30 分からは、世界名作アニメーション「裸の王様」
のビデオ上映をします（定員は 30人とします）。ビデオ
上映後には「バルーンアート」もします。
　多数の皆さんの参加をお待ちしています。（泗水図書館）

手づくり絵本の作品展　４/12（火）～５/12（木）
　「手づくり絵本講座」で完成した絵本を展示します。一
人ひとりの素敵なオリジナル作品です。
　また、同時に「もちっこさん」の布絵本なども展示し
ています。（泗水図書館）

カイトを作ってみませんか？
　５月 15日（日）午後２時からの「お楽しみ会」では、「ほ
ねなしカイト（凧）」を作ります。青空に舞うカイトの魅
力を体験してみませんか。
　多数の皆さんの参加をお待ちしています。（泗水図書館）

新刊案内

５月の予定

蛇の王　-ナーガ・ラージ -
東郷　隆

抱き桜
山本　音也

駆けこみ交番
乃南　アサ

君たちに明日はない
垣根　涼介

象の消滅　-短篇選集 1980-1991-
村上　春樹

聖者は海に還る
山田　宗樹

奇蹟　-風聞・天草四郎 -
立松　和平

檸檬のころ
豊島　ミホ

夏が逝く瞬間
原田　伊織

青に捧げる悪夢
恩田　陸

モロッコ水晶の謎　（講談社ノベルス）
有栖川　有栖

文壇バー　-君の名は「数奇屋橋」-
園田　静香

ビトウィン
川上　健一

子どもから大人になれない日本人
深谷　昌志

一葉伝　-樋口夏子の生涯 -
沢田　章子

声に出して読みたい日本語　4
斎藤　孝

老人自立宣言！
村山　孚

レディー・パイレーツ
セリア・リーズ

消えたオアシス
ピエール＝マリー・ボード

せなかにのって
谷内　こうた

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

8 9 10 12 1411 13

15 16 17 18 19 20 21

休館日 休館日 休館日

休館日

休館日

休館日

休館日 休館日

おはなし
かい

古典を
楽しむ会

お楽しみ
会

11:00～

14:00～

おはなし
かい
11:00～

14:00～

世界名作
アニメーション
「裸の王様」上映
13:30～

泗水図書館の予定表

里山巡礼̶熊本癒しの50山
熊本日日新聞社　編

　麓に息づく暮らし ､棚田と小川のながれ ､伝
説と信仰に彩られた熊本の隠れた山々を訪ね歩
く里山歩きのガイドブック ｡詳細地図 ､コース
時間 ､カラー写真も多数掲載 ｡

えりなの青い空
あさのあつこ 　著

　小学5年生のえりなは、学校の中庭に寝転がっ
て、空を見上げるのが大好きなのんびりやさん
の女の子。やがて学級委員の鈴原さんがえりな
に興味を持ちはじめ、ほのかな友情が芽ばえま
す 「̶バッテリー」シリーズのあさのあつこ、待
望の最新作。

気ままにエッセー
水間摩遊美　著

　病気のこと、出会った人たち、ふるさとの思
い出…あなたを癒してくれる 33話が詰まって
います。著者自身のナレーションによるCD付
き。

つまみ細工とちりめん小箱
穂積和代　著

　本書で紹介する作品は、髪飾りやアクセサ
リー、袋物、インテリア小ものなど、つまみ細
工を誰でも楽しめるよう、身近なものにアレン
ジして表現した。パーティー用はもちろん、ジー
ンズにも似合うものまで幅広く紹介する。

おすすめ図書 泗水図書館から

広
報
文
芸
き
く
ち

万
句
の
里
俳
句
会 

３
月
句
会

泗
水
短
歌
会 

 

３
月
詠
草

肥
後
狂
句
水
笑
会 

３
月
例
会

旭
志
文
芸
俳
句
会 

３
月
詠
草

肥
後
狂
句
桜
会  

３
月
例
会

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

３
月
詠
草

七
城
短
歌
会 

 

３
月
詠
草

鶯
の 

正
調
を
き
く
古
刹
か
な 

打
出　
　

貞

白
酒
を 

一
人
で
酌
み
し
夕
べ
か
な 

野
中　

公
枝

朧
夜
に 

加
へ
て
偲
ぶ
人
ば
か
り 

隈
部　

輝
子

春
め
く
や 

旅
心
先
づ
蠢
い
て 

加
藤　

妙
子

初
雲
雀 

さ
ほ
ど
高
く
は
な
か
り
け
り 

北
村　

妙
子

風
の
丘 

け
ふ
の
夕
餉
の
花
菜
摘
む 

平
山　

邦
子

彼
岸
会
や 

心
の
塵
を
払
ひ
け
り 

宮
本　

雅
子

春
暁
の 

産
声
高
く
響
き
け
り 

松
永　

久
子

海
苔
粗
朶
の 

水
平
線
を
隠
す
ほ
ど 

中
路　

郁
子

伝
承
館
に
永
六
輔
の
話
聞
く

 

肩
の
こ
ら
な
い
智
慧
の
深
幅 
内
田
つ
ね
代

綿
の
種
子
ポ
ケ
ッ
ト
よ
り
出
し
分
け
呉
る
る

 

布
団
屋
さ
ん
春
の
縁
先 

髙
藤
タ
ツ
ノ

鉢
植
の
さ
く
ら
ん
ぼ
の
木
窓
辺
に
て

 

日
毎
蕾
の
う
す
紅
見
す
る 

中
山　

定
子

後
と
り
と
愛
で
し
に
嫁
入
り
せ
し
娘
な
り

 

ザ
ボ
ン
を
送
り
て
来
る
度
思
う 

藤
本
の
り
子

七
七
日
忌
も
晴
れ
納
骨
済
し
た
り

 

誘
は
れ
さ
う
な
春
の
く
ら
や
み 

福
原
美
智
子

庭
に
咲
く
梅
の
情
念
味
わ
え
る

 

す
だ
れ
紅
梅
写
真
に
納
む 

宮
本　

峯
子

親
子
ど
ん
ぶ
り 

汗
の
出
る
ご
て
温
も
っ
た 

五　

女

枕
時
計 

針
は
姑
が
指
定
さ
す 

水　

光

無
精
者 

垢
抜
け
し
と
る
こ
つ
が
無
ぁ 

フ
ミ
オ

無
精
者 

喰
う
た
丼
小
積
う
ど
る 

英　

坊

親
子
ど
ん
ぶ
り 

コ
ケ
コ
ッ
コ
と
声
の
す
る 

三　

水

口
喧
嘩 

夜
は
仲
良
く
飲
み
よ
ら
す 

美　

樹

舐
め
し
ご
と 

枯
野
燃
え
た
り
野
焼
果
つ 

芹
川
の
り
子

春
雪
の 

山
の
相
和
し
新
市
生あ

る 

芹
川　

蓉
子

石
仏
や 

賽
銭
ま
じ
る
枯
葉
か
な 

岩
根
サ
チ
子

六
十
五
年 

梅
の
開
花
と
共
に
生
き 

東　
　

芳
子

雪
景
色 

ほ
ゝ
え
む
老は

は母
の
童
歌 

中
山　

栄
子

大
寒
波 

今
日
の
リ
ズ
ム
と
乗
越
え
む 

出
田
み
ど
り

早
春
の 

土
つ
け
戻
る
赤
い
靴 

水
谷　

ミ
ネ

豪
雪
の 

被
災
地
老
の
顔
酷
し 

中
尾
ヨ
シ
コ

七な
な
つ
き月
子 

寒
さ
に
負
け
ず
声
あ
げ
て 

郷　

ミ
ヤ
子

家
守
る 

夫
と
息
子
に
木
の
芽
雨 

工
藤　

房
子

菊
池
短
歌
会 

 

３
月
詠
草

目
覚
む
れ
ば
雪
は
霏ひ

ひ々
た
り
天あ
ま

が
下

 

見
馴
れ
し
わ
が
里
淨
め
ら
れ
ゆ
く 

氏
岡　

百
枝

山
茶
花
の
は
な
昏
れ
残
る
西
空
に

 

淡
き
眉
月
上
絃
を
張
る 

梅
野
か
を
り

梅
の
下
の
や
は
ら
よ
も
ぎ
を
摘
み
を
り
ぬ

 

杳
き
日
こ
こ
に
母
と
摘
み
し
よ 
梅
田　

昭
子

黄つ

げ楊
の
葉
に
降
り
て
は
消
ゆ
る
春
の
雪

 

こ
こ
に
刹せ
つ
な那
の
光
あ
り
け
り 

黒
田　

衣
子

花
粉
症
、
嚏
く
さ
め
を
し
つ
つ
草
を
引
く

 

無
口
の
夫
の
在あ
り
ど処
明
き
ら
か 

佐
々
木
か
つ
え

鍬
洗
ふ
と
降お

り
し
序
つ
い
でに
芹
を
摘
む

 

老
い
ゆ
く
こ
と
も
成
り
ゆ
き
の
ま
ま 

竹
野
美
智
代

川
岸
の
巨い

し石
よ
り
川
面
を
に
ら
む
鷺

 

と
き
に
激
し
く
北
風
が
吹
く 

古
賀　

勝
士

嘘
で
し
ょ
う 

四
月
一
日
プ
ロ
ポ
ー
ズ 

藤
野　

清
子

ど
っ
ち
み
ち 

妻
の
貯
金
な
俺
の
も
ん 

田
尻　

浩
風

春
の
香
り 

草
花
も
ハ
ミ
ン
グ
し
と
る 

中
山　

昌
子

韓
国
ブ
ー
ム 

お
ば
ん
の
ロ
マ
ン
を
掻
き
立
た
せ 

矢
賀
部
ま
さ
子

ど
っ
ち
み
ち 

聞
く
耳
持
た
ん
石
頭 

藤
由　

藤
紫

春
の
香
り 

菜
の
花
の
咲
く
散
歩
道 

小
川　

繁
美

や
っ
ぱ
好
き 

飲
う
で
戻
っ
て
又
飲
ま
す 

狩
野　

本
六

嘘
で
し
ょ
う 

パ
パ
に
女
が
い
る
な
ん
て 

田
中　

孝
幸

や
っ
ぱ
好
き 

遭
難
し
て
も
登
る
山 

安
武　

二
山

春
の
香
り 

寝
た
き
り
に
窓
開
け
て
や
り 

太
田　

雄
三

や
っ
ぱ
好
き 

こ
っ
そ
り
チ
ッ
プ
や
ん
な
は
る 

須
藤　

新
生

さ
ん
し
ゅ
ゆ
の 

黄
色
に
け
ぶ
り
今
朝
の
春 

吉
岡　

民
子

春
泥
や 

牧
場
を
駆
く
る
母
子
馬 

寺
本　

和
子

リ
ハ
ビ
リ
の 

松
葉
杖
つ
き
春
を
待
つ 

服
部　

静
子

ひ
そ
や
か
に 

大
地
は
春
を
つ
ぶ
や
け
る 

村
山　

数
恵

大
阿
蘇
の 

火
文
字
の
一
字
雪
の
中 

坂
本
ま
つ
え

鳥
の
名
を 

聞
い
て
は
忘
れ
春
う
ら
ら 

藤
本　

邦
治

眠
り
ま
だ 

覚
め
ぬ
五
岳
に
初
黄
砂 

内
村　

泊
虹

海
棠
の 

蕾
に
胸
を
踊
ら
せ
て 

内
村　

鈴
子

手
作
り
の 　

子
釘
煮
の
届
き
け
り 

藤
本
ア
ツ
子

ス
キ
ッ
プ
の 

下
校
の
子
ら
や
木
の
芽
風 

五
丁　

義
昭

じ
ん
ち
ょ
う
げ 

レ
モ
ン
み
た
い
な
い
い
に
お
い

（
小
六
）
渡
辺　

一
史

春
の
雪 

い
ぬ
の
ふ
ぐ
り
に
う
っ
す
ら
と

（
小
六
）
渡
辺　

大
寿

自
転
車
の
後
ろ
荷
籠
の
紅
梅
の
散
る
も
知
ら
ず

 

主
婦
が
追
い
越
し
て
行
く 

村
上　

幾
雄

卓
に
娘
が
忘
れ
帰
り
し
蕗
の
薹

 

吾
が
手
に
す
れ
ば
仄
か
香
の
た
つ 

下
川　

つ
ぎ

雑
草
を
抜
き
行
け
ば
支
え
無
く
し
た
る

 

そ
ら
豆
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
揺
ら
ぎ
倒
れ
る 

佐
　々

重
弘

い
く
さ
人
の
慰
霊
碑
に
年
一
度
遺
族
等
が
集
い
て

 

六
十
年
に
な
る
と
云
う 

森　
　

道
子

寒
が
又
戻
り
し
庭
の
紅
梅
に

 

雪
が
舞
ひ
散
る
容
赦
も
あ
ら
ず 

岩
津　

涼
子

た
ま
に
来
し
図
書
館
に
我
の
寄
贈
せ
し

 

本
を
学
童
が
し
き
り
読
み
居
る 

緒
方　

寛
子

空
に
輝
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
波
に
揺
ら
ぎ

 

宇
宙
な
る
や
吾
の
居
る
場
所 

池
田　

禮
子

高
齢
化
余
所
ご
と
な
ら
ず
夫
と
わ
れ

 

話
す
で
も
な
く
炬
燵
に
入
り
て 

池
田
カ
ツ
子

う
す
霜
の
朝
々
土
手
に
う
づ
く
ま
る

 

あ
ら
く
さ
の
あ
を
胸
と
き
め
か
す 

斉
藤　

芳
子

氷
雨
降
る
朝
の
玻
璃
窓
越
し
に
見
え

 

緋
椿
が
一
輪
こ
ち
ら
見
て
咲
く 

吉
間　

充
子
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４
月
１
日
（
金
）
か
ら
、
法
の
改

正
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
対
象
年
齢
が

「
生
後
６
ヵ
月
未
満
ま
で
」
と
短
く

な
り
ま
し
た
。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
を
せ
ず
に
、
直
接
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
結
核
感
染
前
の
早
い
時

期
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
す
る
こ
と
で
、

乳
幼
児
期
の
重
症
結
核
な
ど
を
予
防

す
る
た
め
で
す
。

　

市
で
は
、
満
３
ヵ
月
以
上
〜
６
ヵ

月
未
満
の
乳
児
を
対
象
に
、
次
の
と

お
り
集
団
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
し
ま
す
。

　

体
調
の
良
い
と
き
に
、
早
め
に
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

対
象
年
齢
と
回
数

生
後
３
ヵ
月
〜
６
ヵ
月
未
満
の
乳

児
に
１
回

※
生
後
６
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
、
個
人

で
受
け
る
「
有
料
」
の
任
意
接
種

に
な
り
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

・
母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ
る
と
接
種

が
で
き
ま
せ
ん
）

・
予
診
票

そ
の
他
の
注
意

・
あ
ら
か
じ
め
配
布
し
て
あ
る｢

予

防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康｣

を
よ

く
読
み
、
理
解
し
た
上
で
受
け
ま

し
ょ
う
。

・
接
種
す
る
乳
児
の
健
康
状
態
を
よ

く
知
っ
て
い
る
保
護
者
が
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

・
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間
は
、

急
な
副
反
応
が
起
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
会
場
で
、
お
子
さ
ん
の

様
子
の
観
察
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
後
か
ら
次
の
予
防
接

種
ま
で
は
、
必
ず
４
週
間
以
上
空

け
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
で
き
な
い
人

・
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
予
防
接
種
や

け
が
な
ど
で
、
ケ
ロ
イ
ド
が
あ
る

人
・
免
疫
機
能
に
異
常
が
あ
る
人

・
そ
の
他
、
予
防
接
種
を
す
る
こ
と

が
不
適
当
と
医
師
が
認
め
た
人

※
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
す
る

か
、
意
見
書
を
持
参
し
て
き
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ1　

接
種
期
間
の
「
生
後
６
カ
月
未

満
ま
で
の
期
間
」
と
は
？

Ａ　

生
後
６
カ
月
に
達
す
る
前
日
ま

で
を
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
２
月

３
日
生
ま
れ
の
人
は
８
月
２
日
で

す
。

Ｑ2　

入
院
や
海
外
渡
航
の
た
め
に
接

種
で
き
な
か
っ
た
場
合
も
接
種
で

き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

市
で
し
て
い
る
定
期
接
種
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
任
意

接
種
に
な
り
、
有
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
　

健
康
推
進
課

　

新
「
菊
池
市
」
で
は
、
旧
市
町
村

で
実
施
し
て
き
た
人
間
ド
ッ
ク
助
成

事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
ら
れ
る
人
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
国
保
加
入
期
間
が
申
請
時
点
で

３
ヵ
月
以
上

・
満
年
齢
が
30
歳
か
ら
69
歳
ま
で

・
国
民
健
康
保
険
税
の
完
納
世
帯

　

受
診
は
市
内
外
８
医
療
機
関
か
ら

１
泊
２
日
・
日
帰
り
コ
ー
ス
を
選
べ

ま
す
。
助
成
額
は
、
検
査
費
用
の
７

割
で
す
。

　

申
込
受
付
は
各
総
合
支
所
で
、
５

月
か
ら
平
成
18
年
１
月
末
ま
で
と
し

ま
す
が
、
予
算
に
達
し
た
場
合
は
途

中
で
締
め
切
る
こ
と
も
り
ま
す
。

契
約
医
療
機
関
（
順
不
同
）

菊
池
郡
市
医
師
会
立
病
院
（
菊
池

市
）
▼
菊
池
養
生
園
診
療
所
（
菊

池
市
）
▼
日
赤
熊
本
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
（
熊
本
市
）
▼
菊
池
中
央
病
院

（
菊
池
市
）▼
川
口
病
院（
菊
池
市
）

▼
菊
池
胃
腸
科
（
菊
池
市
）
▼
高
野

病
院
（
熊
本
市
）
▼
済
生
会
熊
本
病

院
（
熊
本
市
）

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

ま
た
は　

菊
池
総

合
支
所
健
康
福
祉
課
、
七
城
・
旭
志
・

泗
水
の
各
総
合
支
所
民
生
課

生
後
３
ヵ
月
を
過
ぎ
た
ら

生
後
３
ヵ
月
を
過
ぎ
た
ら

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

〜
対
象
は
生
後
３
ヵ
月
か
ら
６
ヵ
月
未
満
で
す
〜

〜
対
象
は
生
後
３
ヵ
月
か
ら
６
ヵ
月
未
満
で
す
〜

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う

を
受
け
ま
し
ょ
う

を
受
け
ま
し
ょ
う

BCG日程表
実施日 対象者 受付時間 場所

５月 12日（木）実施日に３カ月～６
カ月未満の乳幼児

午後
１時 30分
～午後２時

七城公民館

５月 19日（木） 泗水公民館

　月：うおの目
　火：甲状腺機能低下症
　水：若いのに髪が抜ける
　木：口が乾くのは
　　　病気でしょうか？
　金：集団生活で問題となる
　　　疥癬
土日：「性のこと考えよう」
　　　シリーズ⑫
　　　性行為と清潔・不潔

５月の　　　　　健康情報
�096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

平
成
17
年
度「
菊
池
市
国
民

健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
」を

受
け
付
け
ま
す

※上記の実施日のうちで、都合が良い日に早めに受けましょう。
※BCG接種は1回接種で終了です。接種の有無は母子健康手帳で確認してください。

　

日
程
表
の
と
お
り
、
ポ
リ
オ
の
集

団
予
防
接
種
を
し
ま
す
。
都
合
の
つ

く
日
程
と
場
所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

受
け
方

　

１
回
の
服
用
で
は
十
分
な
免
疫
が

得
ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
６
週
間
以
上

の
間
隔
を
空
け
て
、
２
回
服
用
し
て

く
だ
さ
い
。

持
参
品

・
母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ
る
と
接
種

が
で
き
ま
せ
ん
）

・
予
診
票
（
な
い
場
合
は
、
接
種
前

日
ま
で
に
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

し
て
、
各
総
合
支
所
に
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
）

そ
の
他
の
注
意

・
法
の
改
正
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
対
象

年
齢
が
「
６
カ
月
未
満
ま
で
」
に

な
っ
た
た
め
、
先
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

を
済
ま
せ
て
か
ら
、
次
の
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

・
下
痢
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
接
種
を

延
期
し
て
く
だ
さ
い
。
ワ
ク
チ
ン

の
効
果
が
弱
ま
り
ま
す
。

・
冊
子｢

予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康｣

を
よ
く
読
み
、
理
解
し
た
上

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間
は
、

急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
会
場
で
、
お
子
さ
ん
の

様
子
の
観
察
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
ポ
リ
オ
予
防
接
種
後
か
ら
次
の
予

防
接
種
ま
で
は
、
必
ず
４
週
間
以

上
空
け
て
く
だ
さ
い
。

ポ
リ
オ
と
は
・
・
・

　
「
小
児
ま
ひ
」
と
も
呼
ば
れ
、
ポ

リ
オ
ウ
イ
ル
ス
が
人
か
ら
人
へ
う

つ
っ
て
起
こ
る
感
染
症
で
す
。

　

風
邪
に
似
た
症
状
が
続
い
た
後
、

手
足
の
ま
ひ
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

日
本
で
も
１
９
６
０
年
代
に
大
流

行
し
ま
し
た
が
、
予
防
接
種
の
普
及

で
、
今
で
は
全
く
見
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　

４
月
か
ら
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、

精
神
障
害
の
あ
る
人
が
持
っ
て
い
る

障
害
者
手
帳
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
り

ま
し
た
。

　

障
害
の
種
類
で
区
別
し
な
い
意
識

の
普
及
や
障
害
者
手
帳
の
一
層
の
取

得
促
進
を
図
る
た
め
に
見
直
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
し
い
手
帳
は
、
す
べ
て
の
手

帳
の
カ
バ
ー
の
色
を
統
一
し
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か
ら
、

分
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い
デ
ザ
イ

ン
を
取
り
入
れ
て
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
手
帳
は
そ

の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

　

新
た
に
バ
ス
の
介
護
人
割
引
が
適

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
場
合
は
、「
バ
ス
介
護
人
割
引
」

を
表
示
し
ま
す
。

　
「
バ
ス
介
護
人
割
引
」
適
用
者
は

身
体
障
害
者
手
帳
１
種

知
的
障
害
者
福
祉
手
帳（
療
育
手
帳
）

１
・
２
種
す
べ
て

　

バ
ス
の
介
護
人
割
引
が
適
用
さ
れ

る
場
合
は
、
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
ま

す
。
手
続
き
は
各
総
合
支
所
の
窓
口

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
・
七

城
・
旭
志
・
泗
水
総
合
支
所
民
生
課

　
「
役
所
の
窓
口
案
内
が
分
か
り
に

く
い
」
や
「
分
か
り
づ
ら
い
道
路

標
識
を
改
良
し
て
ほ
し
い
」、「
年
金

に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
」
な
ど
の
問
題
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

相
談
日
時
と
場
所
は
、
旧
市
町
村

で
異
な
り
ま
す
の
で
各
総
合
支
所
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
員

・
西
山
正
郎
（
菊
池
）

・
中
村
正
継
（
七
城
）

・
森　

保
士
（
旭
志
）

・
青
木
征
輔
（
泗
水
）

問
い
合
わ
せ
先　

各
総
合
支
所

INFORMATION INFORMATION

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

菊池総合支所　�（25）1111
七城総合支所　�（25）1000
旭志総合支所　�（37）3111
泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

ポリオ日程表

実施日 対象者 受付時間 場所

５月 17日（火）実施日に生後
３か月～ 90
か月未満（７
歳 ６ ヵ 月 未
満）の乳幼児

午後１時 30分～
午後２時

旭志老人憩いの家
「太陽の家」

５月 26日（木） 泗水公民館

６月 15日（水） 七城公民館

６月 30日（木） 菊池市文化会館
※次回の接種は、10月～ 11月頃を予定しています。

と　き　５月20日（金）
　　　　午前９時30分～午前11時
　　　　正午～午後４時
ところ　菊池市役所玄関前
内　容　200ml献血・400ml献血
　平成16年10月から献血の安全性
向上のため、運転免許証やパスポー
トなどの身分証明証による本人確認
をお願いしています。趣旨をご理解
の上、協力をお願いします。
　また、献血カードを持っている場
合は一緒に持参してください。
問い合わせ先　健康推進課

　市民の皆さんの家族間の問題や財産・相続
の問題、差別・いじめなどの「人権」や「行政」
などの問題で困っていませんか。
　心配ごとなどを、気軽に相談してください。
　相談は無料です。
と　き　５月 17 日（火）　午前 10 時～正午
ところ　菊池市中央公民館
相談員　人権擁護委員、行政相談委員
問い合わせ先　　市民課

４
月
か
ら
障
害
者
手
帳
が

変
わ
り
ま
し
た

５
月
16
日（
月
）〜
22
日（
日
）は

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」で
す

皆
さ
ん
の
温
か
い
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

献血の協力をお願いします

人権・行政相談所を開きます
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わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより 問い合わせ先　菊池市文化会館　�（24）1101

中村　溪
期間：４月26日（火）～５月８日（日）
　中国・バングラディシュ・ブラジル・
インドネシア・フィリピン･ルーマニア・
スコットランドなど、外国女性の表情を
中心に、一人ひとりの内面の良さを撮り
続けた写真展です。また、菊池女性の表
情を撮った作品も展示します。
　わいふ一番館２度目の個展です。

写真展「表情」

　

従
来
か
ら
利
用
で
き
る
各
種
手
続

（
①
所
得
税
、
法
人
税
及
び
消
費
税

の
申
告
、
②
全
税
目
の
納
税
、
③
申

請
・
届
出
な
ど
）
に
加
え
、
４
月
11

日
（
月
）
か
ら
、
酒
税
及
び
印
紙
税

の
申
告
手
続
が
利
用
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
人
は
、

所
轄
す
る
税
務
署
長
へ
事
前
に
開
始

届
出
書
を
提
出
す
る
ほ
か
、
あ
ら
か

じ
め
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
利
用
可
能
な
電

子
証
明
書
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
な

ど
を
取
得
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
電
子
納
税
を
利
用
す
る
場

合
は
、
利
用
す
る
金
融
機
関
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の
利

用
手
続
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

・
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w

w
w
.e
-ta
x.n
ta
.g
o
.jp

・
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
市
内
通
話

料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
　

1
０
５
７
０
（
01
）
５
９
０
１

※
利
用
時
間
は
、
平
日
（
祝
日
な
ど

を
除
く
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　
　

1
０
９
６
８
（
25
）
２
１
２
１

　

所
有
の
固
定
資
産
税
の
内
容
は
、

市
役
所
税
務
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
価
格
に
不

服
が
あ
る
場
合
に
は
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
へ
審
査
を
申
し
出
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

期
間
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
す
べ
き
固
定
資
産
の
価
格
等
の

す
べ
て
を
登
録
し
た
旨
を
公
示
し
た

日
（
４
月
１
日
）
か
ら
納
税
通
知
書

の
交
付
を
受
け
た
日
後
60
日
ま
で
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

固
定
資
産
税
に
関
す
る
こ
と

・
本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

・
菊
池
総
合
支
所
税
務
課
税
務
係

・
七
城
総
合
支
所

　
　
　
　
　

総
務
振
興
課
税
務
係

・
旭
志
総
合
支
所

　
　
　
　
　

総
務
振
興
課
税
務
係

・
泗
水
総
合
支
所

　
　
　
　
　

総
務
振
興
課
税
務
係

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
関
す

る
こ
と

・
本
庁
税
務
課
管
理
係

　

上
水
道
と
簡
易
水
道
・
専
用
水
道

の
加
入
金
と
使
用
料
は
、
合
併
協
議

会
で
の
決
定
を
受
け
て
、
水
道
事
業

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
が
、
３
月

臨
時
議
会
で
承
認
さ
れ
、
加
入
金
と

水
道
料
金
（
泗
水
町
を
除
く
）
が
統

一
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
市
の
上
水
道
・
簡
易
水

道
・
専
用
水
道
は
、
４
月
検
針
・
５

月
分
使
用
料
か
ら
下
記
料
金
表
の
と

お
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
再
度
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
発
送
分
の
納
入
通
知

書
か
ら
は
、
は
が
き
サ
イ
ズ
の
大
き

さ
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
局　
　

1
（
25
）
１
８
１
１

酒
税
・
印
紙
税
の
申
告

手
続
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

固
定
資
産
の
価
格

〜
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
へ
の
審
査
申
出
期
間
〜

INFORMATION INFORMATION

村川尚子
期間：５月10日（火）～５月22日（日）
　七色に移り変わる空の不思議。そして、
風と光と空と飛行機と、とても素敵な出
会いです。
　10 分の１秒間の一瞬の出会いを感じ
てみませんか。

SKY STREAM（飛行機写真）
と絵手紙と

平山誠哉
期間：５月24日（火）～６月５日（日）
　今回初めて車好きの３人が写真・コレク
ション展を開きます。懐かしいドライバーか
らF-1やツーリングカーなどスピード感とオ
イルの臭いを感じてください。今回は1980
～1990年代のレースカーを主に展示します。
車に興味のある人もない人もぜひ私たちの
「忘れられない日々展」にお越しください。

忘れられない日々展

月日 時間 予防注射実施場所 対象地区

５月９日
（月）

９：50～
10：50

ＪＡ菊池竜門支所
（長野）

旧菊池市（龍門）

11：30～
12：00

迫龍ふれあいセンター
（道園）

旧菊池市（重味）

13：30～
14：00

農村女性の家（戸城） 旧菊池市（水迫）

14：40～
15：10

迫間支館駐車場
（大柿）

旧菊池市（豊間）

５月10日
（火）

９：50～
10：20

藤田公民館前（藤田） 旧菊池市（河原）

11：00～
12：00

ＪＡ菊池旧河原支所
（中原）

旧菊池市（河原）

13：00～
13：30

塚原公民館前（塚原） 旧菊池市（水源）

14：10～
15：10

ＪＡ菊池水源支所
（原本村）

旧菊池市（水源）

５月11日
（水）

９：20～
10：20

ＪＡ菊池旧戸崎支所
倉庫前（赤星）

旧菊池市（戸崎）

11：00～
12：00

ＪＡ菊池旧花房支所
倉庫前（下出田）

旧菊池市（花房）

13：30～
15：00

ＪＡ菊池旧菊池支所
倉庫前（中西寺）

旧菊池市（菊池）

５月12日
（木）

10：00～
11：00

菊池体育センター裏
青少年ホーム前
（高野瀬）

旧菊池市（隈府）

５月15日
（日）

10：00～
12：00

菊池市役所駐車場
（栄町）

旧菊池市内全域

月日 時間 予防注射実施場所 対象地区

５月16日
（月）

10：00～
10：40

尾足コミュニティー
センター 旧旭志村（護川）

11：00～
11：40 妻越担い手センター 旧旭志村（大迫・

妻越）
13：10～
14：00 高永集会所 旧旭志村（高永・

伊坂）

５月17日
（火）

10：00～
10：50 高柳集落センター 旧旭志村（麓）

11：00～
11：40

楠原
構造改善センター 旧旭志村（弁利）

13：10～
14：00

市営旭志グランド
駐車場

旧旭志村（小原・
伊萩・津留）

５月18日
（水）

９：00～
10：00 田島二区公民館 旧泗水町

10：30～
11：30 南住吉公民館 旧泗水町

13：30～
15：00 菊池市立泗水体育館 旧泗水町

５月19日
（木）

９：00～
10：00

井戸方
構造改善センター 旧泗水町

10：30～
11：30 永公民館 旧泗水町

13：30～
15：00

菊池市泗水B＆G
海洋センター体育館 旧泗水町

５月20日
（金）

９：00～
10：00 久米一区公民館 旧泗水町

13：30～
15：00

菊池市立
泗水第二体育館 旧泗水町

５月22日
（日）

９：00～
10：30 泗水総合支所玄関前 旧泗水町

５月23日
（月）

９:30～
10：30

社会福祉協議会
七城支所 旧七城町

11：00～
12：00 七城公民館駐車場 旧七城町

13：00～
14：00

リバーサイドパーク
駐車場 旧七城町

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
が
、
自
宅
や
事
務

所
に
い
な
が
ら
に
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
で
き
ま
す
。自宅や事務所にいながらにして国税に関する

各種手続ができます

利
用
す
る
に
は

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
詳
細
情
報

種　　　別
基　本　料　金（１戸１月） 超過料金

水　　量 口　　径 料　　金 1㎥につき

専用給水装置
共用給水装置
一時用給水装置

8㎥まで

13㎜
20㎜
25㎜
40㎜
50㎜
75㎜
100㎜

892.5円
1,522.5円
1,869.0円
2,646.0円
3,790.5円
4,893.0円
5,859.0円

147円

消火用給水装置 目的外の使用については、1基1回20分として、5,880円と
する。ただし、消火等用に使用するときは、無料とする。

メーター口径 加入金額

13㎜ 52,500円

20㎜ 84,000円

25㎜ 136,500円

40㎜ 346,500円

50㎜ 682,500円

75㎜ 1,207,500円

100㎜ 1,732,500円

上水道と簡易水道・専用水道の加入金と
水道料金（泗水町を除く）が統一されます

上水道・簡易水道加入金 上水道・簡易水道使用料

ご
存
知
で
す
か 

ｅ 

Ｔ
ａ
ｘ

ご
存
知
で
す
か 

ｅ 

Ｔ
ａ
ｘ

-
ご
存
知
で
す
か 

ｅ 

Ｔ
ａ
ｘ

-

上
水
道
・
簡
易
水
道
な
ど
の

　
加
入
金
と
使
用
料
が
統
一
さ
れ
ま
す

〜
泗
水
町
区
域
は
従
前
の
使
用
料
金
で
す
〜

狂犬病予防注射日程

　犬の登録と毎年一回の狂犬病予防注射は、法
律で義務づけられていますので犬の所有者の人
は必ず受けてください。
　平成７年度から、犬の登録は犬の生涯に一回
となりましたが、予防注射は従来どおり年一回
必ず受けなければなりません。
　登録していない犬の所有者の人、または新た
に犬（生後 91日以上）を所有した人は、市役
所または当日会場で登録手続きをしてくださ
い。

料　金（一頭につき）
・登録料　　　3,000円
・集合注射料　3,000円（注射済票500円含む）
※獣医さんのところで注射を受けたときは、獣
医さんの証明書を菊池市役所環境課または
各総合支所まで持参して注射済票発行手続き
（一頭に付き注射済票発行手数料 500 円が必
要です）を済ませてください。
問い合わせ先　環境課
または　七城・旭志・泗水の各総合支所民生課

予防注射と登録は必ず
行ってください

春期狂犬病予防集合注射と犬の登録受付を行います
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交
通
事
故
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る
無

事
故
・
無
違
反
の
運
転
者
で
、
表
彰

を
希
望
す
る
人
は
、
菊
池
地
区
交
通

安
全
協
会
事
務
局（
菊
池
警
察
署
内
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

・
菊
池
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員

で
あ
る
こ
と
（
免
許
証
の
住
所
が

菊
池
警
察
署
管
内
で
、
免
許
更
新

時
に
交
通
安
全
協
会
費
を
納
め
た

人
）

・
平
成
17
年
６
月
30
日
現
在
、
運
転

免
許
（
原
付
免
許
を
含
む
）
を
取

得
後
10
年
、
20
年
、
30
年
ま
た
は

40
年
以
上
経
過
し
て
い
る
人
（
同

じ
年
数
の
表
彰
を
２
度
受
賞
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

・
平
成
17
年
６
月
30
日
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
10
年
、
20
年
、
30
年
ま
た

は
40
年
の
間
に
交
通
事
故
を
起
こ

し
ま
た
は
交
通
法
令
に
違
反
し
て

行
政
ま
た
は
刑
事
上
の
処
分
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人

・
平
成
17
年
６
月
30
日
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
過
去
３
年
間
に
交
通
違
反

（
違
反
点
数
３
点
以
内
の
軽
微
な

反
則
行
為
を
含
む
）
が
な
い
人

　

な
お
、
申
し
込
み
に
は
運
転
記
録

証
明
書
が
必
要
で
す
が
、
証
明
書
交

付
申
請
手
数
料
７
０
０
円
は
、
菊
池

地
区
交
通
安
全
協
会
が
全
額
負
担
し

ま
す
。

　

ま
た
、
同
証
明
書
の
交
付
申
請
と

受
領
手
続
き
の
一
切
を
当
協
会
事
務

局
に
委
任
し
、
そ
の
内
容
を
確
認
す

る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
と
す
る
委

任
状
を
も
っ
て
申
込
書
と
し
ま
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

委
任
状
は
、
菊
池
地
区
交
通
安
全

協
会
事
務
局
・
菊
池
警
察
署
管
内
各

駐
在
所
ま
た
は
菊
池
市
各
総
合
支
所

総
務
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
期
限

　

５
月
27
日
（
金
）
必
着

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

〒
８
６
１
‐
１
３
３
１

　

菊
池
市
隈
府
７
９
０

　
　
　
　
　
　
　
（
菊
池
警
察
署
内
）

　

菊
池
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

1
（
24
）
０
１
１
０

永
年
無
事
故
運
転
者
表
彰
者

を
募
集
し
ま
す

菊
池
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

こ
の
世
に
生
を
受
け
た
子
ど
も
た

ち
は
私
た
ち
の
宝
で
あ
り
、
時
代
を

引
き
継
ぎ
、
菊
池
の
未
来
を
切
り
拓

い
て
ゆ
く
、
明
日
へ
の
希
望
で
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
大
切
な
子
育
て
を
地
域
ぐ
る

み
で
支
え
る
た
め
の
計
画
「
菊
池
市

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
と
旧
市
町
村
ご
と
の
計
画
策

定
会
議
で
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
こ
の
計
画
を
も
と
に
関
係

者
・
関
係
機
関
の
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
地
域
の
子
育
て
支
援
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

計
画
の
名
称

菊
池
市
・
未
来
・
風
‐
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ

Ｒ
Ｅ(

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー)

・
Ｗ
Ｉ
Ｎ

Ｄ
Ｓ(

ウ
イ
ン
ズ)

計
画

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
施
策
で
風

を
起
こ
す
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

施
策
推
進
の
視
点

・
自
然
の
恵
み
を
受
け
て
、
の
び
の

び
と
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
て

ま
す
。

・
人
間
性
豊
か
な
、
命
を
大
事
に
す

る
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

・
命
を
引
き
継
ぎ
、
菊
池
の
未
来
を

担
う
、
次
の
代
の
親
を
育
て
ま
す
。

　

菊
池
市
・
未
来
・
風
‐
Ｆ
Ｕ
Ｔ

Ｕ
Ｒ
Ｅ
・
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
計
画
は

菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.k

ik
u
c
h
i.

ku
m
a
m
o
to
.jp
/

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

　

交
通
事
故
に
関
す
る
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

損
害
賠
償
問
題
や
示
談
の
方
法
な

ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

と　

き

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
祝
祭
日
お
よ
び
12
月
29
日
〜

　
　
　
　
　
　
　

１
月
３
日
を
除
く

弁
護
士
来
所
日

　

毎
週
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

　

熊
本
県
庁
本
館
２
階

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
交
通
事
故
相
談
所

　

1
０
９
６
（
３
８
４
）
２
３
７
２

INFORMATION INFORMATION

　平成17年１月17日に実施した九州産廃（株）
周辺の河川等の水質検査結果を公表します。
　検査結果は表のとおりで、基準を上回る値
は検出されませんでした。
ダイオキシン類の測定結果
　菊池市では、平成 16 年 12 月１日に抜き
打ちで、九州産廃（株）焼却炉の排ガスを採
取しました。
結果　0.044ng
　また、平成 17 年２月９日には熊本県が抜
き打ちで採取し、その菊池市測定分の結果も
お知らせします。
結果　0.0062ng
※法基準値　5.0ng、環境保全協定値　0.1ng

問い合わせ先　環境課

項　　　目 単位 基準値 監視井戸
カドミウム ㎎ /ℓ 0.1 0.001 未満
全シアン ㎎ /ℓ 1 検出されない
鉛 ㎎ /ℓ 0.1 0.005 未満
六価クロム ㎎ /ℓ 0.5 0.02 未満
砒素 ㎎ /ℓ 0.1 0.0013 
総水銀 ㎎ /ℓ 0.005 0.0005 未満
アルキル水銀 検出されないこと －
PCB ㎎ /ℓ 0.003 0.0005 未満
トリクロロエチレン ㎎ /ℓ 0.3 0.002 未満
テトラクロロエチレン ㎎ /ℓ 0.1 0.0005 未満
ジクロロメタン ㎎ /ℓ 0.2 0.002 未満
四塩化炭素 ㎎ /ℓ 0.02 0.0002 未満
1.2- ジクロロエタン ㎎ /ℓ 0.04 0.0004 未満
1.1- ジクロロエチレン ㎎ /ℓ 0.2 0.002 未満
シス -1.2- ジクロロエチレン ㎎ /ℓ 0.4 0.004 未満
1.1.1- トリクロロエタン ㎎ /ℓ 3 0.0005 未満
1.1.2- トリクロロエタン ㎎ /ℓ 0.06 0.0006 未満
1.3- ジクロロプロペン ㎎ /ℓ 0.02 0.0002 未満
チウラム ㎎ /ℓ 0.06 0.0006 未満
シマジン ㎎ /ℓ 0.03 0.0003 未満
チオベンカルブ ㎎ /ℓ 0.2 0.002 未満
ベンゼン ㎎ /ℓ 0.1 0.001 未満
セレン ㎎ /ℓ 0.1 0.001 未満

役　職 氏　名

本　
　
　

部

団　長 村上　忠吉
菊池北方面隊長 岩木　憲文
菊池南方面隊長 宮川　忠正
七城方面隊長 坂本　道博
旭志方面隊長 坂田　正邦
泗水方面隊長 山下　徹郎
菊池北副方面隊長 前田　幸男
菊池北副方面隊長 荒木　新勝
菊池南副方面隊長 有働　　茂
菊池南副方面隊長 塚崎　英成
七城副方面隊長 原　　邦博
七城副方面隊長 工藤　雅彦
旭志副方面隊長 田崎　栄一
旭志副方面隊長 永田　浩徳
泗水副方面隊長 佐々木良一
泗水副方面隊長 井上　祐治

菊　

池　

方　

面　

隊

第１分団長 田中　博次
第２分団長 髙岡　信夫
第３分団長 緒方　一敏
第４分団長 冨田　公喜
第５分団長 河原　義臣
第６分団長 佐藤　信清
第７分団長 中林　洋一
第８分団長 信岡富登志
第９分団長 水口　善助
第１副分団長 樋口　正博
第２副分団長 加藤　久士
第３副分団長 緒方　陽一
第４副分団長 有働　竜男
第５副分団長 渡辺　明人
第６副分団長 緒方　哲郎
第７副分団長 黒田　洋一
第８副分団長 森　　敏浩
第９副分団長 中山　和幸

七　

城　

方　

面　

隊

第１分団長 西口　雅洋
第２分団長 笠　　英輝
第３分団長 中島　浩之
第４分団長 上村　智英
第５分団長 高野　和義
第６分団長 牧岡　隆博
第１副分団長 緒方　忠雄
第２副分団長 古庄　英樹
第３副分団長 長尾　隆一
第４副分団長 田代　博信
第５副分団長 石本　勝巳
第６副分団長 加藤　浩行

旭
志
方
面
隊

第１分団長 東　　康雄
第２分団長 吉野　昭弘
第３分団長 東　　謙一
第４分団長 芹川　博文
第１副分団長 平山　　英
第２副分団長 岩根　道也
第３副分団長 坂本　竜治
第４副分団長 松永　伸二

泗　

水　

方　

面　

隊

第１分団長 村田　義喜
第２分団長 西　　文宏
第３分団長 坂本　慎也
第４分団長 松岡　安典
第５分団長 御手洗　直
第６分団長 大住　和宏
第１副分団長 野元　孝文
第２副分団長 松永　　昇
第３副分団長 宮上　徹也
第４副分団長 斉藤　和彦
第５副分団長 末田　正吏
第６副分団長 安武　浩一

平成 17年４月（敬称略）

項　　　目 単位 基準値 立門川上流 産廃沈殿施設下流 立門川湧水地 立門簡易水道水源地
水素イオン濃度（pH） 5.8～8.6 7.3 8.2 6.7 7.3
生物化学的酸素要求量（BOD） ㎎/ℓ 160 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満
化学的酸素要求量（COD） ㎎/ℓ 160 1.2 16 1.5 0.5未満
浮遊物質量（SS） ㎎/ℓ 200 1.0未満 9.1 1.0未満 1.0未満
ノルマルヘキサン抽出物質含有量（鉱物油） ㎎/ℓ 5 2.5未満 2.5未満 2.5未満 2.5未満
ノルマルヘキサン抽出物質含有量（動植物性油脂） ㎎/ℓ 30 2.5未満 2.5未満 2.5未満 2.5未満
フェノール類 ㎎/ℓ 5 0.025未満 0.025未満 0.025未満 0.025未満
銅 ㎎/ℓ 3 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満
亜鉛 ㎎/ℓ 5 0.01未満 0.015 0.01未満 0.01未満
溶解性鉄 ㎎/ℓ 10 0.01未満 0.055 0.01未満 0.01未満
溶解性マンガン ㎎/ℓ 10 0.01未満 1.8 0.01未満 0.01未満
クロム ㎎/ℓ 2 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満
フッ素 ㎎/ℓ 8 0.1未満 0.33 0.1未満 0.1未満
大腸菌群数 個/㎝3 3,000 40 110 検出されない 検出されない
全窒素（T-N) ㎎/ℓ 120 1.4 17 1.2 2.5
全燐（T-P） ㎎/ℓ 16 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

※監視井戸の項目は、監視委員会で定められた検査項目です

九州産廃（株）周辺の
河川等の水質検査結果

菊池市消防団幹部

問い合わせ先　安全対策課

　

菊
池
市
消
防
団
の
入
団
式
が
４
月
10

日
（
日
）、
菊
池
市
総
合
体
育
館
で
あ
り
、

１
５
０
人
の
新
消
防
団
員
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

本
部
の
幹
部
や
菊
池
・
七
城
・
旭
志
・

泗
水
の
四
方
面
隊
な
ど
か
ら
約
２
０
０
人

が
集
ま
っ
た
式
で
は
、
村
上
忠
吉
団
長
が

「
各
旧
市
町
村
で
培
っ
て
き
た
貴
重
な
経
験

や
活
動
を
生
か
し
、
歴
史
や
伝
統
を
守
り
、

菊
池
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
努
力
し
て

く
だ
さ
い
」
と
新
入
団
員
に
訓
示
し
ま
し
た
。

村上団長から辞令を受ける新入団員

市
民
の
生
命
財
産
は

私
た
ち
が
守
る

市
民
の
生
命
財
産
は

私
た
ち
が
守
る

消
防
団
入
団
式

消
防
団
入
団
式
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菊
池
市
視
覚
障
害
者
協
会
で
は
毎

年
、
熊
本
県
視
覚
障
害
者
福
祉
連
合

会
な
ど
と
、
歩
こ
う
会
や
カ
ラ
オ
ケ
、

研
修
な
ど
の
行
事
を
し
な
が
ら
親
睦

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
総
会
を
し
ま
す
の
で
、

多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
と　

き　

５
月
８
日
（
日
）

　

・
午
前
９
時　

受
付

　

・
午
前
10
時　

開
会

○
と
こ
ろ

　

菊
池
市
中
央
公
民
館
２
階

○
年
会
費　

２
、
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
視
覚
障
害
者
協
会
々
長

　

元
田
隆
博　

1
（
25
）
１
６
２
９

 

菊
池
市
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
男
女
共
同
参
画

専
門
委
員
が
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か

ら
の
苦
情
や
相
談
の
申
し
出
を
調
査

し
、
専
門
家
の
立
場
で
対
応
す
る
相

談
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、
相
談
は
無

料
で
す
。
た
だ
し
予
約
が
必
要
で
す
。

と　

き

・
偶
数
月　

第
３
金
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

・
奇
数
月　

第
３
木
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

菊
池
市
文
化
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
練
習
室

申
し
出
が
で
き
る
人

　

菊
池
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、

勤
務
・
在
学
す
る
人

申
し
出
の
方
法

　

申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

「
男
女
共
同
参
画
推
進
室
内
男
女
共

同
参
画
専
門
委
員
宛
」
に
提
出
く
だ

さ
い
。
申
出
書
は
男
女
共
同
参
画
推

進
室
に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
電
話
を

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員

偶
数
月
担
当

　

矢
野
昌
文
（
弁
護
士
）

奇
数
月
担
当

竹
下
元
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
メ

ン
ズ
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

熊
本
代
表
）

申
し
出
の
事
例

苦
情

・
市
の
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
意
見
や
要
望
が
あ
る

・
市
が
行
っ
て
い
る
こ
と
で
、
男
女

共
同
参
画
の
推
進
を
阻
ん
で
い
る

と
思
う
こ
と
が
あ
る
の
で
改
善
を

求
め
た
い
。

相
談

・
夫
や
妻
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ

る
人
か
ら
の
暴
力
や
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
性
別
に
よ

る
不
当
な
差
別
や
嫌
が
ら
せ
を
受

け
て
い
て
、
相
手
に
改
善
を
求
め

た
い
。

※
た
だ
し
、
判
決
や
裁
判
に
よ
り
確

定
ま
た
は
係
争
中
の
事
案
な
ど
は

調
査
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

男
女
共
同
参
画
推
進
室

Ｅ
メ
ー
ル

d
a
n
jo
@
c
ity
.k
ik
u
c
h
i.

ku
m
a
m
o
to
.jp

自衛官募集案内
募集種目 受付期間 試験日 受験資格

一般・技術幹部候補生 ４月４日（月）～
５月13日（金）

１次：５月21日（土）
　　　～22日（日）
（22日は飛行要員のみ）
２次：６月21日（火）
　　　～23日（木）
３次：７月23日（土）
　　　～８月４日（木）
（海・空飛行要員のみ）

20歳以上26歳未満の者
（22歳未満の者は大卒見込含）

歯科・薬剤幹部候補生 ４月４日（月）～
５月13日（金）

１次：５月21日（土）
２次：６月21日（火）
　　　～23日（木）

専門の大卒（見込含）
20歳以上30歳未満の者
（薬剤は26歳未満の者）

技術海上幹部 ５月９日（月）～
５月27日（金）

試 験 日：７月５日（火）
合格発表：８月29日（月） 大卒38歳未満の者

医科・歯科・幹部自衛官 ４月４日（月）～
５月13日（金） ５月26日（木） 医師・歯科医師の免許取得者

技術海曹
免許の部

５月９日（月）～
５月27日（金） ７月４日（月）

20歳以上の者で国家免許資格取得者
等

大学・短大・
高専卒の部

20歳以上の者で大学・短大・高専卒
（見込含）の者

問い合わせ・申し込み先　　　自衛隊熊本地方連絡部　菊池分駐所　1（24）2772

菊
池
市
視
覚
障
害
者
協
会
定
期

総
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
苦
情
や

相
談
に
専
門
員
が
対
応
し
ま
す

　

文
化
会
館
で
は
、
新
市
誕
生
を
祝

う
自
主
文
化
事
業
を
、
菊
池
市
に
南

北
朝
時
代
か
ら
伝
わ
る
６
５
０
年
の

歴
史
を
持
つ
国
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
の
保
存
団
体
「
御お

ん
ま
つ
ば
や
し

松
囃
子

御お
の
う
ほ
ぞ
ん
か
い

能
保
存
会
」
と
共
催
し
て
、
和
泉

流
狂
言
師
野
村
家
の
「
親
子
三
代
狂

言
披
露
公
演
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

野
村
又
三
郎
家
は
、
菊
池
市
の
狂

言
に
と
て
も
関
係
が
深
く
、
江
戸
時

代
10
世
の
野
村
又
三
郎
が
肥
後
細
川

藩
の
お
抱
え
狂
言
師
で
あ
っ
た
当
時
、

菊
池
の
狂
言
師
に
も
指
導
さ
れ
て
い

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
師
が
書
か
れ
た
免
状
が

菊
池
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
古

の
縁
が
き
っ
か
け
で
、
12
世
野
村
又

三
郎
師
（
名
古
屋
市
）
が
、
菊
池
に

狂
言
指
導
に
来
ら
れ
今
年
で
20
年
に

な
り
ま
す
。

　

菊
池
で
は
昔
か
ら
狂
言
が
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
松
囃
子
能
保
存
会
の
狂

言
方
と
し
て
菊
池
神
社
秋
季
大
祭
時

に
奉
納
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
野
村
師
芸
歴
80
年

の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。

孫
の
信
朗
く
ん
（
４
歳
）
も
初
舞
台

で
、
名
古
屋
市
立
能
楽
堂
を
皮
切
り

に
、
東
京
国
立
能
楽
堂
、
そ
し
て
菊

池
で
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
の
狂
言
会
を
代
表
す
る
野
村

又
三
郎
家
の
高
度
な
芸
術
を
鑑
賞
す

る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
の
生
命
力
と

息
吹
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

な
お
、
師
か
ら
指
導
を
受
け
て
い

る
「
狂
言
み
の
る
会
」
も
参
加
し
、

狂
言
づ
く
し
の
会
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

笑
い
の
原
点
と
い
わ
れ
る
日
本
の
伝

統
芸
能
「
狂
言
」
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

番
組「

靫
う
つ
ぼ
ざ
る猿
」・「
宝

た
か
ら

の
笠か

さ

」・「
棒

ぼ
う
し
ば
り縛
」・

「
二に

に
ん
は
か
ま

人
袴
」

と　

き　

５
月
29
日
（
日
）

　

・
開
場　

午
後
１
時

　

・
開
演　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ

　

菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

　

・
大
人　
　
　
　

２
、０
０
０
円

　

・
中
学
生
以
下　

１
、０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　

1
（
24
）
１
１
０
１

狂
言
狂
言

文
化
会
館
自
主
文
化
事
業

野
村
又
三
郎
来
菊
20
周
年
記
念

野
村
家
三
代
披
露
公
演

苦情処理の流れ

市民・事業者

男 女 共 同 参 画 専 門 員

改善の
要望等

改善の
報　告 報告 改善の

要望等

市の機関 市　長 相手方

　各区や子ども会、老人会などが行うボランティア活
動やスポーツ活動などは地域社会の発展や住民福祉の
向上に大きな役割を果たしています。でも、そんな活
動中に事故が起きたら・・・。
　菊池市には、市民の皆さんが安心して区の活動や市
の行事に参加できるように「コミュニティ活動災害保
障保険」があります。

対象になる活動
　菊池市内に活動の拠点を置き、５人以上の市民で組
織された市民団体や、個人が本来の仕事を離れて行う、
継続的、計画的な公益性のある市民活動中の事故が対
象です。
具体的には
地域社会活動
区の活動、運動会、祭り、清掃美化活動など
青少年育成活動
子ども会の諸活動、非行防止のパトロールなど
社会福祉奉仕活動
社会福祉施設援護活動、在宅老人･身障者等のホーム
ヘルプなど
社会教育活動
青年団、婦人会、ＰＴＡ（ただし、学校管理下中は
除く）、公民館でのスポーツ・レクリエーション活
動など
社会体育活動
野球チームなどの有志によるスポーツ活動
市主催事業への参加、手伝い
市民体育大会や一日一汗運動への参加など
保障の内容
・市民団体がコミュニティー活動中にその団体の指導
者･責任者などの過失で参加者や第三者にケガをさせ

たり、財物に損害を与え法律上の賠償責任を負ったり
した場合
・指導者や参加者自身が急激かつ偶然な外来の事故で死
亡したり、後遺障害を被ったり、入院・通院治療を要
するケガをしたりした場合の傷害事故
賠償責任保険
・身体賠償　最高　１人6,000万円　１事故３億円
・財物賠償　最高　１事故300万円
傷害保険
・死亡保険金　１人1,000万円（限度額）
・後遺障害保険金　１人1,000万円～30万円（程度による）
・入院保険金　１人１日3,000円（初日から180日限度）
・通院保険金　１人１日2,000円（初日から90日限度）
対象にならない事故
・山岳登はん、スカイダイビングなど危険を伴うスポーツ
・指導者や参加者の故意による事故
・地震、噴火、洪水などの自然災害によるものなど
保険の申し込みは必要ありません
　コミュニティ活動をしている皆さんを被保険者として、
市が保険会社と保険契約を結んでいます。この保険の申
し込みや登録などの手続きは必要ありません。
もし事故が発生したら
　コミュニティー活動中に事故が発生したときは、すぐに
団体の責任者を通じて次のところまで連絡してください。
問い合わせ・連絡先
本　庁
・菊池市役所総務課　　　　1（25）1111内線1271
総合支所
・菊池総合支所総務振興課　1（25）1111内線1162
・七城総合支所総務振興課　1（25）1000
・旭志総合支所総務振興課　1（37）3111
・泗水総合支所総務振興課　1（38）2111

ボランティア活動などを保障　～コミュニティ活動災害保障保険～

と　き　４月23日（土）～５月８日（日）
　　　　※26日は休館日
ところ　菊池夢美術館
問い合わせ先
　菊池夢美術館　1（23）1155
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５月の行事予定
菊池 七城 旭志 泗水

１ 日
菊池市民吹奏楽団
ファミリーコンサート2005
13：30　文化会館小ホール

２ 月 健康相談　９：30～10：30
泗水総合支所

３ 火
４ 水
５ 木
６ 金
７ 土
８ 日

９ 月

健康相談　９：30～10：30
健康相談室
育児相談　９：30～10：00
西部市民センター

10 火
社会保険出張相談　10：00～15：00　菊池市中央公民館

育児教室　9：30～10：00
西部市民センター

行政相談　12：00～15：00
七城公民館和室

３・４カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

11 水
３・４カ月児健診
13：10～13：30
西部市民センター

12 木 すくすくクラブ　10：00
児童センター

ＢＣＧ予防接種
13：30～14：00　七城公民館

13 金 ３・４・６・７カ月児健診
９：30～10：00　七城公民館

３・４・６・７カ月児健診
13：30～14：00
旭志老人憩いの家

14 土 きくちおはなしのもり　おはなしかい　10：00～12：00　中央公民館和室
15 日

16 月 母親学級　13：15～13：30
西部市民センター

健康相談　９：30～10：30
旭志総合支所

17 火

人権・行政相談　10：00～12：00　菊池市中央公民館
ポリオ予防接種
13：30～14：00
旭志老人憩いの家

18 水 すくすくクラブ　10：00
児童センター

６・７カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

19 木 ＢＣＧ予防接種
13：30～14：00　泗水公民館

20 金

献血　９：30～11：00、
12：00～16：00　市役所前
１歳６カ月児健診
13：10～13：30　文化会館

21 土

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）1 096（232）9331 に問い合わせてください。

５月１日

菊池中央病院 菊池市 （25）3141 いのうえ眼科 西合志町 096（344）1311

岩倉整形外科医院 大津町 096（293）8888 熊本リハビリテーション
病院 菊陽町 096（232）3111

林田歯科医院 合志町 096（248）5088
３日 古荘医院 菊池市 （25）2046
４日 中野クリニック 菊池市 （25）5861
５日 城間クリニック 菊池市 （25）2506

８日
菊池こどもクリニック 菊池市 （25）1164 成松内科医院 西合志町 096（345）5151
たしろクリニック 大津町 096（340）3220 菊陽台病院 菊陽町 096（232）1191
浜坂歯科医院 西合志町 096（242）4200

15日
中村外科医院 菊池市 （25）0111 清原医院 菊池市 （38）2106
馬場医院 大津町 096（293）2358 本多医院 菊陽町 096（232）2021
西本歯科医院 大津町 096（293）2075

５
月
の
心
配
ご
と
相
談

　

市
内
に
居
住
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
特

技
を
持
っ
て
い
る
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
を
し
て
も
ら
い
、
市
内
小
中

学
校
や
地
域
の
希
望
・
要
望
に
応
じ

て
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
地
域
の
活

動
な
ど
の
指
導
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
は
、
証
明
写
真
１
枚

（
縦
4.5 

cm
、
横
3.5 

cm
）
を
持
っ
て
市

役
所
第
２
庁
舎
２
階
の
社
会
教
育
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
教
育
課
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
氏
名
・
生

年
月
日
・
顔
写
真
・
住
所
・
電
話
番

号
・
特
技
と
そ
の
内
容
・
指
導
可
能

な
地
域
（
小
学
校
・
中
学
校
な
ど
）・

指
導
可
能
な
曜
日
（
午
前
・
午
後
）・

現
在
の
主
な
活
動
状
況
の
記
入
が
必

要
で
す
。

募
集
期
限

　

５
月
31
日
（
火
）
ま
で
の
月
曜
〜

金
曜
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
た
だ
し
、
祭
日
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

　

菊
池
地
区
（
旧
菊
池
市
）
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
第
58
回
登

録
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

５
月
24
日
（
火
）
〜

申
し
込
み

　

５
月
９
日
（
月
）・
５
月
10
日（
火
）

の
午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
に

中
央
公
民
館
で
受
け
付
け
ま
す

登
録
料　

１
人
年
間
２
０
０
円

参
加
料　

１
チ
ー
ム
１
、
５
０
０
円

チ
ー
ム
編
成

・
男
子
の
部

　

49
才
以
下
、
50
才
以
上

・
女
子
の
部

　

39
才
以
下
、40
〜
49
才
、50
才
以
上

・
男
女
の
部

　

60
才
以
上
（
女
子
チ
ー
ム
の
み
ハ

ン
デ
ィ
３
点
を
与
え
ま
す
）

※
「
男
子
の
部
」
に
女
子
の
登
録
は

で
き
ま
す
が
、
二
重
の
登
録
は
で

き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
地
区
（
旧
菊
池
市
）

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
　

小
池
1
（
25
）
２
５
９
０

　

ま
た
は　

城
1
（
24
）
０
６
３
０

記
念
講
演　

５
月
８
日
（
日
）

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
演　

午
後
１
時
30
分

平
成
17
年
度
総
会　

午
後
３
時

と
こ
ろ

　

菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

演　

題

　
「
日
本
を
取
り
巻
く
ア
ジ
ア
諸
国
」

講　

師　

津
留
今
朝
寿
氏

入
場
無
料

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

菊
池
文
化
振
興
会

　

菊
池
の
文
化
の
再
興
を
目
指
し
、

伝
統
的
な
文
芸
や
、
菊
池
の
新
し
い

文
化
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
菊
池
の
人
づ
く
り
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
毎
年
個
人

１
口
１
、
０
０
０
円
・
法
人
１
口

５
、
０
０
０
円
の
会
費
を
募
り
、
そ

の
基
金
を
菊
池
市
内
で
文
化
活
動
を

し
て
い
る
個
人
や
団
体
か
ら
の
申
し

込
み
を
受
け
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
菊
池
33
観
音
札
所
マ
ッ
プ

の
作
製
や
菊
池
市
校
歌
祭
の
主
管
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
助
成
事
業

　

菊
池
の
松
囃
子
御
能
保
存
会
・
穴

川
神
楽
保
存
会
・
菊
池
子
ど
も
劇
場
・

菊
池
川
キ
ッ
ズ
探
検
隊
・
み
ん
な
で

歌
お
う
市
民
の
夕
べ
実
行
委
員
会
・

妻
籠
座
・
菊
池
「
万
華
灯
」
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
文
化
振
興
会

　
　

（
菊
池
青
年
会
議
所
内
）

　
　
　
　
　

1
（
23
）
１
１
１
０

　

４
月
15
日
号
に
一
部
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

17
ペ
ー
ジ

「
職
員
人
事
異
動
の
タ
イ
ト
ル
下
」

（
誤
）
※
指
名
上
の
カ
ッ
コ
内
は

　
　
　
　
　

←

（
正
）
※
氏
名
上
の
カ
ッ
コ
内
は

19
ペ
ー
ジ
「
上
段
左
か
ら
７
行
目
」

（
誤
）
経
済
課

　
　
　
　
　

←

（
正
）
農
林
振
興
課

お
わ
び
と
訂
正

菊
池
支
所　
　

1
（
25
）
５
０
０
０

と　

き

　

11
日（
水
）・
18
日（
水
）・
25
日（
水
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
２
階
相
談
室

七
城
支
所　
　

1
（
25
）
５
０
１
０

と　

き

　

６
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ

　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

と　

き

　

21
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ

　

七
城
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

対　

応　

相
談
員

　
旭
志
支
所　
　

1
（
37
）
３
７
０
８

と　

き

　

10
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

旭
志
老
人
憩
い
の
家

泗
水
支
所　
　

1
（
38
）
６
３
６
６

と　

き

　

６
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

対　

応　

弁
護
士
、
相
談
員

と　

き　

12（
木
）・
19（
木
）・
26（
木
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

と　き　６月５日（日）
　　　　午前 10時～午後３時
ところ　菊池郡市歯科医師会館

内　容　無料フッ化物塗布、歯磨き大会、
　　　　からだと歯が元気になる食べ物コーナー、
　　　　無料歯科相談・検診など

　６月４日（土）から６月 10日（金）にかけての「歯
の衛生週間」の一環で、皆さんの口腔衛生の向上を
願って「歯の健康展」が開かれます。

歯の健康展（入場無料）

問い合わせ先　高木歯科クリニック　�（25）1963

国
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平
成
17
年
度
菊
池
市
生
涯
学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
登
録
大
会

の
参
加
チ
ー
ム
募
集

菊
池
文
化
振
興
会
の
記
念

講
演
と
総
会
を
開
き
ま
す



　「ハッピー・バースデイ」では、発行月に誕生
日を迎える３歳までの子どもさんの写真を募
集しています。
　発行前月の１日から10日まで受け付け、先
着７人とします。写真にコメントを添えて、菊
池市役所または各総合支所の広報担当までお
持ちください。

　市民の皆さんの防犯意識を高め、身近な犯
罪の減少を目指すために「防犯」をテーマにシ
リーズでお伝えしていきます。今回はその１回
目です。

　最近、熊本や福岡で車を使用する会社に電
話が入り
タクシーの運転手役「うちのタクシーからお
客さんが下車するときに、近くを通ったお宅
の会社の車がジュースのパックを踏んで飛び
散ったジュースでお客さんの服が汚れた」
客役「礼服が使えず貸衣装を借りた。クリーニ
ング代と貸衣装代を弁償しろ」
と騙してお金を指定口座に振り込ませる詐欺
が発生しています。
　被害を防止するためには、必ず事実確認を
することが重要です。
　おかしいと思ったら迷わず警察に電話して
ください。
問い合わせ先
　菊池警察署生活安全課　　�（24）0110

菊池市役所（本庁・菊池総合支所）は、環境管理の国際規格「ISO14001」を認証取得しています

菊池市情報企画課
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL 0968（25）1111
FAX 0968（25）5720
ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール　mayor@city.kikuchi.kumamoto.jp
行政メール　kouhou@city.kikuchi.kumamoto.jp
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■人口：52,788 人 （-101）

　男性：25,256 人 （-64）

　女性：27,532 人 （-37）

■世帯：17,031 世帯 （-7）

本文は古紙配合率 100％
再生紙を使用しています

平成17年５月１日号
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３月末の人の動き
（対前月比）

表紙紹介表紙紹介

　

桜
の
開
花
を
促
す
か
の
よ
う
に

あ
っ
た｢

熊
日
菊
池
桜
マ
ラ
ソ
ン

大
会｣

に
は
、熊
本
県
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
録
に
挑
戦
す
る
人
や
健
康
の

た
め
に
走
る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

　

最
近
で
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
人
を
よ
く

見
か
け
ま
す
が
、
頑
張
り
す
ぎ
は

か
え
っ
て
悪
影
響
な
よ
う
で
す
。

最
初
か
ら
自
分
を
痛
め
つ
け
る
よ

り
も
継
続
す
る
こ
と
の
方
が
大
切
。

　

大
型
連
休
で
車
を
使
い
遠
く
へ

出
か
け
る
の
も
い
い
で
す
が
、
近

所
を
歩
い
て
自
分
の
健
康
を
見
直

す
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　４月３日（日）に
あった熊日菊池桜マ
ラソン大会５キロの
部で一斉にスタート
する選手たちです。
　今回が50回目の大会には約500人が参加
しました。 

2005 
kikuchi
2005 

kikuchi

ほたるの音楽祭
・陸上自衛隊第８音楽隊
・菊池雲上太鼓
・旭志少年少女合唱団
・ホタルセレナーデ総踊り
特産品まつり
※イベント内容は都合により
　変更する場合もあります。

旭志高柳「二鹿来川（にかきがわ）」
　ゲンジボタル　５月中旬～５月下旬
旭志小原「渡瀬川（わたせがわ）」
　ゲンジボタル　５月下旬～６月上旬
旭志湯舟
　ヒメボタル　５月中旬～５月下旬
問い合わせ先
　旭志総合支所産業振興課
　�（37）3111

と　

き 

５
月
28
日（
土
）

 

午
後
５
時
30
分
〜
午
後
９
時

 

雨
天
の
場
合
は
翌
日
の
５
月
29
日（
日
）

と
こ
ろ 

菊
池
市
旭
志
小
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

と　

き 

５
月
28
日（
土
）

 

午
後
５
時
30
分
〜
午
後
９
時

 

雨
天
の
場
合
は
翌
日
の
５
月
29
日（
日
）

と
こ
ろ 

菊
池
市
旭
志
小
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

イベント内容イベント内容

ホタルの鑑賞予想ホタルの鑑賞予想

防犯の窓防犯の窓防犯の窓シリーズ 11

お子さんの写真を募集しますお子さんの写真を募集します

ほか


